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今
回
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
審
査
員
を
務
め

た
文
教
大
学
の
平
沢
茂
教
授
は
、「
伝
え

よ
う
と
す
る
内
容
の
教
育
価
値
や
効
果
、

そ
の
内
容
を
伝
え
る
た
め
の
工
夫
」
を
、

ま
た
立
教
大
学
の
冨
安
敬
二
教
授
は
、

「
読
む
気
に
な
る
紙
面
構
成
か
ど
う
か
」

を
、
そ
れ
ぞ
れ
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
た

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

内
容
と
と
も
に
、
読
者
を
「
読
む
気
に

さ
せ
る
」
紙
面
構
成
で
あ
る
こ
と
が
大
切

と
い
う
点
が
共
通
し
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
、
読
ま
れ
る
通
信
に
は
ど
の

よ
う
な
工
夫
が
必
要
か
、
学
校
通
信
・
学

級
通
信
に
し
ぼ
っ
て
、
記
事
の
内
容
と
取

り
上
げ
方
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
両
面
か
ら
考

え
て
い
き
ま
す
。

注
目
さ
れ
る
記
事

通
信
の
紙
面
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

¡
通
信
名
・
号
数
・
発
行
日
・
発
行
者

名
　
™

見
出
し
　
£

記
事
本
文
　
¢

写

真
・
イ
ラ
ス
ト
・
カ
ッ
ト
　
∞
図
・
表
・

グ
ラ
フ
　
§
子
ど
も
の
作
品
、
保
護
者
の

文
章
な
ど
　
¶
新
聞
・
雑
誌
な
ど
か
ら
の

引
用
資
料

ま
ず
、
記
事
の
内
容
で
注
目
さ
れ
た
も

の
を
上
げ
ま
す
と
、「
き
め
細
や
か
な
情

報
の
提
供
」
が
あ
り
ま
す
。

沖
縄
県
立
西
原
高
校
『
学
校
通
信
・
西

高
通
信
』
は
玉
城
崇
校
長
自
ら
日
刊
の
通

信
に
取
り
組
み
、「
生
徒
の
活
動
か
ら
ニ

ュ
ー
ス
ま
で
、
こ
ま
め
に
記
事
に
」（
松

井
孝
二
審
査
員
）
し
て
い
ま
す
。

宇
治
市
立
北
宇
治
中
学
校
『
学
校
便
り
』

で
は
、
特
に
学
校
行
事
の
予
告
と
結
果
を

き
ち
ん
と
載
せ
て
、「
学
校
の
教
育
活
動

が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
」（
鈴
木
伸

男
審
査
員
）
と
高
評
価
を
得
ま
し
た
。
ま

た
同
校
の
芦
田
定
雄
先
生
は
「
生
徒
に
元

気
が
出
る
学
校
便
り
と
し
て
、
部
活
動
は

必
ず
載
せ
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。

「
先
生
、
生
徒
が
た
く
さ
ん
登
場
す
る
」

こ
と
も
、
紙
面
に
活
気
と
親
近
感
を
与
え

る
と
好
評
で
す
。
岡
崎
市
立
生
平
小
学
校

『
学
年
通
信
・
ド
ラ
ミ
ン
グ
』
で
は
、「
生

徒
の
作
文
も
全
員
の
も
の
を
丁
寧
に
掲
載

し
て
い
る
」（
吉
成
勝
好
審
査
員
）
と
評

価
を
得
ま
し
た
。
同
紙
は
、
通
算
28
回
に

及
ぶ
コ
ラ
ム
「
野
鳥
と
の
出
会
い
」
の
ほ

か
、
学
芸
会
、
運
動
会
な
ど
の
行
事
を

「
事
前
・
事
中
・
事
後
と
し
つ
こ
い
く
ら

い
継
続
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
」（
吉
成

審
査
員
）
と
「
記
事
の
継
続
性
」
で
も
注

目
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
方
が
交
代
で
書
く
連
載
も
の
が
注

目
さ
れ
た
の
は
、
岡
崎
市
立
矢
作
西
小
学

校
『
学
校
通
信
・
江
西
』
で
す
。
同
紙
は

開
校
80
周
年
を
機
に
企
画
さ
れ
た
「
卒
業

生
（
保
護
者
）
か
ら
の
寄
稿
」
も
好
評
。

同
校
の
鈴
木
一
生
先
生
は
「
各
家
庭
で
、

子
ど
も
と
の
会
話
が
弾
ん
だ
と
の
反
響
が

第2回「育て！ プリントコミュニケーション」コンクール
上位入賞作品から見た

読まれる「通信」とは。（上）
前号(2006年秋号)では、第２回「育て！プリントコミュニケーション」コンクール（主催：理想

教育財団）で最優秀賞を受賞した食育広報紙「元気もりもり通信」について詳しくご紹介しました

が、本号と次号では、その他の上位入賞作品（優秀賞・審査員特別賞・審査員奨励賞）をもとに、

「読まれる通信」に必要なものは何かを探っていきます。

●宇治市立北宇治中学校の「学校便り」

●岡崎市立生平小学校の
学年（学級）通信「ドラミング」

●沖縄県立西原高等学校の
学校通信「西高通信」
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あ
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

「
授
業
の
構
想
」
を
掲
載
し
た
の
は
那

賀
町
立
木
頭
小
学
校
『
学
級
通
信
・
サ
ン

キ
ュ
ー
』
と
『
学
校
通
信
・
江
西
』
で
す
。

『
学
級
通
信
・
サ
ン
キ
ュ
ー
』
で
は
「
学

習
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」「
生
活
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
」
を
載
せ
、
日
々
の
学
習
の
過
程
や
課

題
そ
の
も
の
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

市
川
市
立
南
行
徳
小
学
校
『
学
校
通

信
・
せ
せ
ら
ぎ
通
り
』
で
は
担
当
の
武
藤

和
彦
先
生
が
「
で
き
る
だ
け
足
を
使
っ
て

現
場
に
出
向
く
」
臨
場
感
あ
る
記
事
で
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
処
理
の
工
夫

ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
扱
い
も
、
読
む
気
に
さ

せ
る
重
要
な
要
素
で
す
。

題
字
周
り
の
処
理
で
注
目
さ
れ
た
の

は
、
酒
田
市
立
第
四
中
学
校
『
学
級
通

信
・
ニ
ノ
ち
ゃ
ん
』
で
、「
自
己
紹
介
コ

ー
ナ
ー
」「
将
来
の
夢
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど

と
し
て
使
い
、
１
号
あ
た
り
１
人
、
全
員

が
登
場
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

手
書
き
で
す
が
、
行
間
を
読
み
や
す
い

よ
う
に
開
け
、
一
部
パ
ソ
コ
ン
処
理
の
囲

み
記
事
も
入
れ
て
読
み
や
す
い
工
夫
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

見
出
し
で
は
、
金
武
町
立
金
武
中
学
校

『
学
校
だ
よ
り
・
不
撓
不
屈
』
が
、
伝
え

た
い
こ
と
を
大
胆
な
見
出
し
に
し
て
い
ま

す
。
囲
み
記
事
な
ど
を
効
果
的
に
使
っ
た
、

す
っ
き
り
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
が
「
読
み
や

す
い
」
と
好
評
。
同
様
に
岡
崎
市
立
根
石

小
学
校
『
学
級
通
信
・
以
心
伝
心
』
も
、

シ
ン
プ
ル
な
レ
イ
ア
ウ
ト
に
、
一
目
で
わ

か
る
見
出
し
。
吉
成
審
査
員
は

「
担
任
が
熱
く
語
り
か
け
て
い

る
」
こ
と
が
伝
わ
る
紙
面
と

評
価
し
て
い
ま
す
。

上
位
入
賞
15
作
品
の
中

で
、
手
書
き
に
よ
る
も
の

は
２
作
品
。
宇
治
市
立
西
宇
治
中
学
校

『
み
ん
な
主
人
公
』
も
そ
の
一
つ
で
、
林

原
茂
先
生
の
手
書
き
で
す
。

こ
こ
で
の
注
目
は
林
先
生
が
描
く
四
コ

マ
漫
画
。「
趣
味
と
実
益
」と
言
い
ま
す
が
、

ク
ラ
ス
の
全
生
徒
を
１
回
以
上
登
場
さ
せ

る
と
決
め
、
教
室
で
の
会
話
に
注
意
し
て

つ
く
り
ま
す
。
カ
ッ
ト
に
も
生
徒
が
た
く

さ
ん
登
場
。
ほ
か
に
も
囲
み
記
事
を
じ
ょ

う
ず
に
利
用
し
て
、
で
き
る
限
り
読
み
や

す
く
と
い
う
工
夫
が
う
か
が
え
ま
す
。

写
真
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
通
信
も

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
特
に
『
北
宇
治
中
学
校
・
学
校
便
り
』

や
『
学
校
通
信
・
せ
せ
ら
ぎ
通
り
』『
学

校
通
信
・
江
西
』
で
は
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
、
紙
面
に
活
気
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
『
学
校
通
信
・
生
平
小
だ
よ
り
』

の
写
真
は
子
ど
も
の
表
情
を
紙
面
の
半
分

近
い
ス
ペ
ー
ス
で
紹
介
し
、
ア
ン
グ
ル
・

構
図
・
子
ど
も
の
表
情
の
よ
さ
、
季
節
感

の
豊
か
さ
で
高
評
価
を
得
ま
し
た
。

な
お
、『
学
級
通
信
・
ニ
ノ
ち
ゃ

ん
』『
学
校
だ
よ
り
・
不
撓
不
屈
』
が
、

紙
面
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
「
表
」

を
効
果
的
に
使
っ
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
ま
し
た
。

● 金武町立金武中学校の学校だより
「不撓不屈」

● 岡崎市立生平小学校の
学校通信「生平小だより」

●那賀町立木頭小学校の
学級（学年）通信
「サンキュー」のマニフェスト

●酒田市立第四中学校の学級通信
「ニノちゃん」（右上が自己紹介コーナー）

＊ 学校名・役職は応募時点のものです。

●岡崎市立矢作西小学校の
学校通信「江西」

●
第
３
回
「
育
て
！
プ
リ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
作
品
を
募
集
中
で
す
。
詳
し

く
は
、
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.riso-ef.or.jp/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
紹
介
し

た
作
品
を
は
じ
め
、
上
位
入
賞
者
31
名
の
作
品
と
活
動
報
告
、
講
評
な
ど
を
掲
載
し
た
入
賞
作
品
集
（
Ａ
４

版
・
カ
ラ
ー
・
１
４
８
頁
）
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
申
込
み
方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
申
込
み
書
に
は
「
季
刊
理
想
を
見
た
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
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